
中学生のストレス・コーピングに関する実践研究 

〜コーピング方法を増やすことに着目して〜 
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本研究では、生徒自らが行うことができるコーピングの数を増やすことで、

生徒が発生したストレスに対して、自ら対処できるようになることを目的とし

た授業実践を行った。生徒のストレスに対して、自分自身の力で対処していく

ことができるようにするために、他者との交流を通した新たな気づきを手がか

りとする授業展開を、実践の軸とした。生徒自身が、学校内外における対人関

係を円滑にするために、ストレスに対してさまざまな方法で対処できるように

なることを目指す生徒の姿とし、３学級で実践を行った。山本（2016）で作成

された授業実践をアレンジし、授業前後で行う２回の調査結果を基に、生徒た

ちのコーピングの変化とストレス反応の変化を測定した。結果、授業実践学級

全体での授業実践による効果は現れなかったが、生徒の調査結果のうち、特に

記述で回答されたものを個々人で見ていくと、コーピングの変化を確認できる

ものもみられた。 


